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健康診断の大切さ
今日から、体育祭練習がはじまりました。忘れ物はありませんよね。

これから約12日間体育祭練習が続きます。特に、３年生の先輩方にとっては、中学校生

活最後の体育祭ですので、この行事にかける思いは並々ならぬものです。

来年、その立場になる皆さんです。先輩方が行事にかける一生懸命な姿を見て学び、来

年度に役立てて欲しいとおいます。

また、年々日差しが強くなり、日焼けや熱中症対策が不可欠になっています。自分の身

体は自分で守る「自己責任」で、長い練習を乗り越えて欲しいと思います。

自分の身体は自分で守るといえば、今週は２つの大切な健康診断が行われます。

一つ目は、「結核問診票の提出」です。昨日回収〆切になっていましたが、全員きちん

とだすことができたでしょうか。

結核とは肺の病気の一つで、結核菌によって感染する

性質を持っています。

かつては、命を落とす病気とも言われていましたが、

現在は治療薬や技術も進んでいます。しかし、近年、世

界的に日本の結核感染率が非常に高いため、現在、国を

挙げて対策を行っています。

学校で問診票の提出を行うのはそのためです。

「自分ひとりくらい」「遅れたっていい」という安易な

考えをせず、感染予防にきちんと協力してほしいと思い

ます。 世界の結核発症率のグラフ（左端が日本）

２つ目は、「尿検査」です。本日、尿検査キットを配

付しました。

尿は健康のバロメーターといわれており、尿の成分で

健康状態がはっきりわかります。

尿をつくる腎臓は、体内に必要なもの（養分）といら

ないもの（不要物）をわける重要なはたらきがありま

す。このはたらきがうまくいかないと、体全体のはたら

きが悪くなり、腎臓病などの重い病気につながることが

あります。

自分の健康・生命を守るための大切な検査です。今日

配られた「保健だより」もよく読んで、明日必ず提出し

ましょう。

（人体のしくみは、２年生の理科で学習します）

学校のトイレに掲示しています。




